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小特集　基礎心理学と臨床心理学の架け橋

　 社 交 不 安 症（social anxiety 
disorder: SAD）は，他者から注
目される場面や，他者と交流する
場面に対して強い不安や恐怖を
感じ，こうした社交場面を避けた
り，苦痛に耐えている状態を指す。
DSM-5では，この状態が6 ヵ月間
続き，日常生活に支障を来してい
る場合にSADと診断される。
　SADに対する心理社会的治療
法としては認知行動療法が有効で
あるが，その効果発現メカニズム
の解明と，効果をさらに高める技
法を開発するために神経科学的研
究が2000年代初めから活発に行
われている。

SADの神経科学
　SADの神経科学的研究では，
機能的磁気共鳴画像法（fMRI）
が 主 と し て 用 い ら れ て き た。
SADに関するfMRI研究では，一
貫して扁桃体の関与が示されてい
る（Freitas-Ferrari et al., 2010）。
例えば，他者の怒った表情や恐怖
の表情が提示されたとき，SAD
患者では健常者に比べて扁桃体の
活動が高い。また，ゴールディン
ら（Goldin et al., 2009）は，自分
に関する否定的な考え（例：「私
は誰からも好かれていない」）を
再評価しているとき（例「いつも
そうとは限らない」）の脳活動に
ついてSAD患者と健常者を比較
した。その結果，SAD患者は認
知的再評価に関わる初期の神経

活動が弱かった（背側前部帯状
回, 背外側前頭前野, 腹外側前頭
前野）。すなわち，SAD患者では
認知的再評価に関わる脳領域を活
性化させにくいことを示してい
た。さらにSAD患者では扁桃体
と前頭前野の拮抗関係が弱まって
いた。
　SADの神経基盤として前頭前
野と扁桃体を中心とした辺縁系の
ネットワークの異常が考えられて
いる。スラドキーら（Sladky et 
al., 2015）は表情弁別課題を行っ
ているときの脳活動をfMRIで測
定し，SAD患者と健常者の脳領
域間の機能的結合を比較した。そ
の結果，健常者では眼窩前頭前野
と扁桃体の間にネガティブフィー
ドバックループが見られたのに対
し，SAD患者では両者は正の関
係にあった。すなわち，眼窩前頭
前野が活性化することによって扁
桃体の活動が弱まるという健常者
ではみられる情動調整に関わる脳
領域の機能的結合がSAD患者で
はみられず，眼窩前頭前野－扁桃
体活動のバランスの乱れがSAD
症状の病態を表している可能性が
示された。

SADの認知行動療法に活かす
神経科学

　SADに 対 す る 認 知 行 動 療 法
の中核的技法であるエクスポー
ジャーの改善に神経科学研究をは
じめとした基礎研究が果たす役割

は大きい。エクスポージャーは古
典的条件づけにおける消去学習の
原理に基づいて実施されている。
エクスポージャーでは，恐れてい
る刺激に向き合い，予測（否定的
な思い込み）と実際（現実）のズ
レを体験することが重視される。
　恐怖条件づけおよび消去学習に
関する神経科学研究によって，消
去を行うときに腹内側前頭前野が
賦活していると効果が持続するこ
とがわかっている。一方，SAD
をはじめ，不安症患者では内側前
頭前野が賦活されにくいことか
ら，エクスポージャーの効果を高
めるためには，腹内側前頭前野
を活性化させながらエクスポー
ジャーを実施することが重要であ
ると考えられる。そのための方法
として，感情を言語的にラベリ
ングすること（Niles et al., 2015）
や，第三者になったつもりで脅
威刺激と向き合う認知的再評価

（psychological distancing），マイ
ンドフルネスの要素を取り入れた
方法が候補として考えられる。し
かしながら，これらの技法をエク
スポージャーと併用した場合の治
療効果研究は十分ではないため，
今後の課題である。

エクスポージャーを行うタイミング
─ 記憶再固定化の神経科学から

　記憶は想起されると，再貯蔵さ
れるために再固定化が行われる。
この再固定化が生じるときに記憶
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態と治療効果発現メカニズムを説
明するとともに，治療技法を改善
するアイデアを提供してくれる。
　クモ恐怖を対象とした研究では
あるが，再固定化のタイミングに
エクスポージャーを行い，接近行
動をとることができるようになる
と，扁桃体の活動が弱まることも
示されている（Björkstrand et al., 
2016）。今後，SADを対象として，
エクスポージャー時に向社会的行
動（接近行動）をとることがSAD
患者にみられる扁桃体と前頭前
野のネットワークにおける機能不
全を改善するのか，および再固定
化のタイミングを考慮したエクス
ポージャーの効果について神経科
学と行動科学をリンクさせて検討
する必要がある。基礎研究と臨床
研究の両輪による研究の成果は患
者さんの生活の幅を拡げてさらな
る体験による好循環をもたらし，
不安や恐怖にとらわれない生活を
送ることができるようになる。
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は変容しやすくなる。すなわち，
再固定化が起きているタイミング
において，エクスポージャーに
よって予測と異なる新たな情報が
入力されれば，恐怖記憶が長期的
に変わり，恐怖の再発を防ぐと考
えられる。
　神経科学的に検討されてきた再
固定化と消去学習の関係をシラー
ら（Schiller et al., 2010）は行動
科学的に検証した。その結果，恐
怖記憶を想起させる条件刺激を提
示した10分後に消去学習を行っ
た条件では，翌日に恐怖反応が減
弱していたのに対し，条件刺激提
示から6時間後に消去を行った条
件では，消去の効果が翌日には見
られなくなった。10分条件の再
発予防効果は1年後においても見
られた。すなわち，条件刺激に直
面し，記憶が変わりやすくなって
いる再固定化の状態で消去学習を
行う必要がある。シラーらの結果
を考えると，エクスポージャーを
行う際，恐怖記憶を想起後10分
に消去学習を行うと長期的な効果
が得られると考えられる。

オキシトシンと向社会的行動
　神経ペプチドであるオキシトシ
ンがSAD症状に及ぼす効果につい
て神経科学的に調べられている。
オキシトシンは，他者との親密な
接触や親和的な心のふれあいなど
によって分泌が促されるが，鼻腔
から吸引するスプレーが研究で利
用されている。オキシトシンを投
与することによって信頼や共感，
向社会的行動が増えるとともに，
ストレッサーに対する心理生理的
反応を減弱させることができる。
　ゴルカら（Gorka et al., 2015）
は，扁桃体と関連する脳領域の
ネットワークにオキシトシンが及
ぼす影響について，SAD患者と
健常者を対象に二重盲検の無作為
化比較試験で検討した。表情マッ

チング課題中の脳活動を測定した
ところ，プラセボ条件では扁桃
体，島皮質，背側前部帯状回の機
能的結合が健常者に比べてSAD
患者では弱かった。一方，オキシ
トシン投与条件ではSAD患者に
おいてのみ，扁桃体と上記領域の
機能的結合が高まり，両群の差が
みられなくなった。オキシトシン
はSAD患者の扁桃体と社会的・
情動的制御に関わる領域間の機能
不全を改善する可能性がある。
　オキシトシンに関する神経科学
研究は，向社会的行動が社交不安
に及ぼす影響を検討した行動科
学研究の結果とも類似している。
オールデンとトゥルー（Alden & 
Trew, 2012）は，他者に対して親
切行動をとらせた群は統制群に比
べてポジティブ感情が高まるとと
もに，恐れている社交場面を避け
たい気持ちが減弱することを示し
た。
　向社会的行動は，エクスポー
ジャーを行うとき，回避に代わる
行動になり，効果をもたらすと
考えられる。また，SAD患者は
自分の身体反応やネガティブな思
考・イメージに注意を向ける自己
注目によって不安が維持されてい
るが，向社会的・利他的な行動や
考え方（判断）は，この自己注目
を減らして他者に注意を向けさ
せ，現実の情報の入手を可能にす
る。さらに，共感性（島皮質）や
注意のコントロール（後部上側頭
皮質）に関わる脳領域，価値判断
に関わる腹内側前頭前野を活性化
させるとともに，オキシトシン
の発生にもつながる（Abelson et 
al., 2014）。向社会的行動がSAD
症状に及ぼす影響のメカニズムに
ついては，今後の発展が有望な研
究領域である。

最後に
　神経科学的研究は，SADの病




